
学校行事の真髄

校長 西川博司

２学期は、生徒にとって行事が多く、日頃授

業では見てもらえない自分を、保護者や地域の

人を含め多くの人たちに認めてもらう大変よい

機会となっています。

勉強・運動・文化面等それぞれの持ち味を醸

しだし、よい雰囲気をつくりだしているのも集

団のよいところです。

さて、先月は体育大会、ヨシ行けどんどん作

戦がおかげさまで無事終了することができまし

た。保護者や地域の人たちとともに活動に参加

した生徒の様子はどのように映ったでしょうか。

体育大会の後、生徒たちは、文化祭に向けて

一所懸命に取り組んでいます。目標に向かって

それぞれの一芸・役割をこなし、ひとつの魅力

ある集大成にしあげていく姿は、まさに圧巻と

しか言いようがなく、作品や活動する姿に如実

に現れています。その文化祭も先週金曜日に無

事終わりました。今後は、生活や授業の場で評

価が活かされ、持続できることが大切です。

これら行事の連帯感・成就感・満足感・感動

を与えてくれた生徒たち、指導・支援をした職

員に、私は何をお返しすればよいのでしょう。

それは、自信と思いやりにあふれた学校とし

て全国に発信できる学校経営です。

今後とも、職員が願いと情熱をもってお子さ

まの指導にあたりますので、ご支援ご協力をよ

ろしくお願いいたします。

9月6日(土) 第68回体育大会 き、生徒も競

さわやかな秋晴れの下、体育大会が開催でき 技や演技に力が入ったと思います。全員リレー、

ました。大勢の保護者やご家族の参観をいただ 大縄跳び、綱引き等、学年の学級対抗種目では、

どの学年も白熱した勝負が繰り広げられました。

午後は 1 学期末から取り組みを始めた全校生徒

による集団演技で始まりました。リズム体操(写

真左)に続き、組体操も最後の３年男子による大

ピラミッドまで無事完成できました。ご声援あ

りがとうございました。
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No．５ (電話 ７２－２０２８）

今月の予定

１(水) 交通安全指導、部活なし

２(木) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日

３(金) 文化祭

PM 小６文化祭見学(小中連携事業)

７(火) PM 小６部活体験(小中連携事業)

８(水) ２年貧血検査、１年ﾌﾞｯｸﾄｰｸ

９(木) ⑥２年職場体験ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

１２(土) 第２回英語検定

１５(水) 交通安全指導､⑥生徒集会､部活あり

１６(木) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日

１７(金) 中体連秋季大会

長浜市吹奏楽演奏会

３年実力テスト

１８(土) 強化練習会(秋季大会予備)
１９(日) テスト前部活動中止 ～２３(木)

２０(月) 衣替え完全実施

２１(火) PTA 朝の交通指導 ～２４(金)

２２(水) 職員会議

２３(木) PM 振替休業(9/28 ヨシ行け)
２４(金) 中間テスト
２９(水) 県･市教育委員会訪問、部活なし
３０(木) ⑤２年職場体験マナー講座

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日
11/１(土) 合唱祭

写真で振り返る９月



9月２８日(日) ヨシ行けどんどん作戦 した。漁協さんもびわマスのあら汁を用意して

１３年目を迎えた今年のヨシ いただきました。それぞれ何倍もおかわりをす

行けどんどん作戦では、開会式 る人がいて、大好評でした。

にヨシ行け行事開始当時の PTA 今年も大勢の皆様に参加、協力をいただき、

会長･川瀬利弥氏をお招きし、 ヨシ行けどんどん作戦が無事終了しました。あ

講演をしていただきました。講 りがとうございました。

演を聞きながら、ヨシの植栽が始まったいきさ

つを知るとともに、私たち手で琵琶湖を守って

いこうという新たな決意をした人も多かったと ◇僕は５本の苗を植え

思います。 ました。その５本が大

講演を聞いた後は、いよいよ活動開始です。、 きく育って琵琶湖の浄化に役立ってくれるとう

生徒と保護者、 れしいです。僕はゴミ拾いをして、ゴミの多さ

教師、地域の方 に驚きました。僕たちの活動を通じてたくさん

々で湖岸清掃を の人がもっと琵琶湖を大切にしようと思っても

しました。びっ らえるといいなと思いました。来年もぜひ頑張

くりするほどた りたいです。 （１年男子）

くさんのゴミが ◇ゴミ拾いをしたり、ヨシを植えたりしてとて

集まりました。 も疲れたけど楽しかったです。私たち、びわ中

湖岸に流れ着いたゴミもあれば、公園利用者の 生が琵琶湖のためにヨシ行けをしていることは、

心ないゴミも含まれていたようです。 とても誇らしいことだと改めて思いました。よ

湖岸清掃に続いて、中学校で育てた約千株の し笛コンサートではヨシ笛のとてもきれいな音

ヨ シ 苗 の 色で、心も体もいやされるように思いました。

植 栽 作 業 私はこのヨシ行けを十年後、二十年後でも続け

を 行 い ま ていってほしいなと思います。 （２年女子）

した。1 本 ◇日曜日にヨシ行けどんどん作戦がありました。

で も 多 く とても暑かったけれど、頑張って作業ができま

の 苗 が 波 した。たくさんゴミが集まり少し悲しくなりま

に 流 さ れ したが、びわ湖が少しでもきれいなることに役

ず 、 湖 岸 立ててよかったです。自分の植えたヨシが大き

に根づくことを願っています。 くなってびわ湖をきれいにしてほしいです。

作業の後は、 （３年女子）

日本よし笛の会 ◇３年生にとっては最後のヨシ行けでした。そ

「リード長浜」 れでゴミ拾いもヨシの植栽も僕は張り切ってい

の皆さんによる ました。ヨシ行けの一番の楽しみは豚汁です。

よし笛の演奏を 僕は３杯食べました。おいしかったです。

聞きました。ヨシ笛の澄んだ美しい音色が心に （３年男子）

すうっとしみ込みました。南浜漁業協同組合の

皆様には漁師の縄結びや投網を披露いただき、

有志生徒も投

網に挑戦しま

した。

昼食時には、

毎年恒例の豚

汁がふるまわ

れました。豚

汁は、学校運営協議会の皆さんとＰＴＡの女性

役員の皆さんが中心になって作ってくださいま

生徒の感想

この日は、緑地公園の地元･南浜自治会から

も約１０名の方が湖岸にヨシ苗(ﾖｼﾏｯﾄ／写真

手前)を植えら

れました。また、

市役所の環境保

全課からも４名

の方に来ていた

だき、集めたゴミの分別作業等をお手伝いい

ただきました。びわ中のヨシ行けは地域の多

くの方の協力に支えられています。



体育大会に向けて
(H26体育大会スローガン)

「いざ決戦! 燃える魂 見せつけろ!」


